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ジブリパーク整備構想の概要について
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④もののけの里エリア

予定場所：あいちサトラボの内、未供用部分

⑤魔女の谷エリア

予定場所：大芝生広場近くにある未利用地

③どんどこ森エリア

予定場所：「サツキとメイの家」周辺

②ジブリの大倉庫エリア

予定場所：旧温水プール棟

①青春の丘エリア

予定場所：「エレベーター棟」周辺

「エレベーター棟」

「サツキとメイの家」

「サツキとメイの家」受付所

大芝生広場

あいちサトラボ

１-２ 整備エリア

１-１ 構想の目的

①愛・地球博記念公園の理念を継承しながら、その魅力を高め、子どもから大人まで、愛知県民のみならず広く国内外

からの来園者に楽しんでもらえる公園とすること。

②国内外で愛されてきたスタジオジブリ作品を将来にわたって伝え残していくこと。
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１-３ 整備エリアの役割

５つのエリアとその役割
©Studio Ghibli

公園北口

①青春の丘エリア
来園者を迎え、導く
ジブリパークの象徴

④もののけの里エリア
あいちサトラボと一体となった

体験の場

⑤魔女の谷エリア
ジブリ作品の体験を通した展示と

遊び、休憩等の複合的空間

③どんどこ森エリア
「サツキとメイの家」と自然空間

②ジブリの大倉庫エリア
ジブリ作品等の保管・保存、展示

遊びと憩の空間

林床花園

大芝生広場

アイススケート場

公園西口

©Studio Ghibli

©Studio Ghibli

©Studio Ghibli

©Studio Ghibli



「エレベーター棟」イメージ
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エレベーター棟

19世紀末の空想科学を整備イメージとし、「エレベー

ター棟」の改装、足元の広場を改修する。

地球屋

平成初めの住宅地を整備イメージとし、映画『耳をすま

せば』の「地球屋」、ロータリーのある広場等を整備する。

①青春の丘エリア
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「地球屋」イメージ
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②ジブリの大倉庫
エリア

「ジブリの大倉庫」内イメージ

「倉庫」らしさと懐かしさを感じる和洋折衷の

建築空間を整備イメージとし、常設展示室、企画

展示室、映像展示室、遊び場、売店と喫茶、収蔵

施設等を整備する。



映画『となりのトトロ』の「サツキとメイの

家」を中心とした昭和の田園景観を整備イメージ

とし、既存の「サツキとメイの家」に加え、社と

散策路等を整備する。
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③どんどこ森エリア
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「サツキとメイの家」 映画『となりのトトロ』の一場面
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映画『もののけ姫』のエミシの村とタタラ場をもとに

した和風な里山的風景を整備イメージとし、「タタラ場

（体験学習施設）」、「炭焼き小屋」、休憩処等を整備

する。

④もののけの里エリア

「タタラ場」イメージ
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映画『魔女の宅急便』、『ハウルの動く城』などの北ヨーロッパ風の空間を整備イメージとし、

「オキノ邸」と庭園、「ハウルの城」と荒地、休憩・レストラン棟等を整備する。

⑤魔女の谷エリア

「オキノ邸」イメージ
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２ 施設整備スケジュール

・ ①青春の丘エリア、②ジブリの大倉庫エリア、③どんどこ森エリアは、２０２２年秋の開業を目指す。

・ ④もののけの里エリア、⑤魔女の谷エリアは、①～③の開業から概ね１年後の開業を目指す。

2018年度   2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

①青春の丘エリア

②ジブリの大倉庫エリア

③どんどこ森エリア

④もののけの里エリア

⑤魔女の谷エリア

実施設計 工 事

実施設計 工 事

・
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業
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